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■ページの見方（その１） 

第３章 環境像の実現に向けた取組 

ここでは、目指すべき環境像を実現するための具体的な主体別の取組を、基本目標ごと

に示します。それぞれの基本目標には、各基本目標に関連する現状と課題、基本目標の

進捗状況を把握するための指標、市が進める施策（市の取組）、市民・市民団体、事業者

が環境配慮のために率先して進めるべき取組（市民・市民団体の具体的な取組、事業者の

具体的な取組）を示しています。 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

目指す 10 年後の姿 

基本目標ごとに、目指す 10 年後の環境の姿を示しています。 

 
関連する SDGｓ 

基本目標ごとに、関連する SDGｓを示しています。 

 
基本施策 

基本目標を実現するための基本施策の一覧を示しています。 

 

数値指標、関連指標、関連計画 

基本施策の進捗・達成状況を把握するための数値指標および関連指標の項目、基本目標に関

連する計画を示しています。 

 
現状と課題 

基本目標ごとに、どういった問題が生じているのか、市としてどのような対策を行ってきたかを整

理するとともに、問題解決に向けたポイントを示しています。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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■ページの見方（その２） 

 

 

 

 

 

  
⑥ 

⑦ 

⑧ 

施策の内容（市が進める施策［市の取組］） 

基本目標の目指す 10 年後の環境の姿を実現するため、市が行う施策を示しています。 

 
施策の内容（市民・市民団体の具体的な取組、事業者の具体的な取組） 

基本目標の目指す 10 年後の環境の姿を実現するため、市民・市民団体や事業者に積極的に

取り組んでいただきたい内容を示しています。 

 
進捗を評価するための指標 

施策の進捗・達成状況を把握するための数値指標および関連指標を示しています。 

 

※数値指標：目標値を設け、その達成に向けて定期的に実績値を把握する指標 

※関連指標：目標値は設けないものの、定期的に実績値を把握し、推移をみる指標 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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基本目標 １   関連するＳＤＧｓ▶▶▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策１ 水とみどりの保全と活用 （p19～） 

基本施策２ 生物多様性の保全 （p22～） 

基本施策３ 彦根らしさの保全と活用 （p25～） 

■数値指標 

・環境こだわり農業実施面積 

・外来種の駆除数（県との連携含む） 

・文化財の保存と活用数 

■関連指標 

・湖岸や河川愛護活動参加団体数 

・有害鳥獣等駆除頭数 

・彦根市指定文化財の件数 

■関連計画 

・彦根市国土利用計画、彦根市緑の基本計画、彦愛犬鳥獣被害防止計画、彦根市景観計画、彦根市立地

適正化計画 など  

■目指す１０年後の姿 

・琵琶湖周辺では、豊かな自然の保全や美化活動が積極的に行われており、美しいヨシ原

や松林が広がっています。また、こうして育まれた湖や自然は地域住民や観光客に親しま

れています。 

・佐和山や犬上川など身近な山や河川では、生きもの調査や自然観察会が行われ、自然を

大切にする心の醸成につながっています。 

・琵琶湖や山なみ、田園風景など美しい自然に包まれ、伝統を生かした風格ある歴史遺産

の景観が守られ、交流が行われています。 

基本目標 １ 

人・自然・文化が調和するまちづくり 
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基本施策１ 水とみどりの保全と活用 

 

現状と課題 

--- どうして自然（水とみどり）を守らなければいけないの？ --- 

・彦根市には、琵琶湖や河川、森や

林、田んぼなど多様な自然があり、

水や食料、木材など、暮らしに欠か

せない様々な恵みを私たちに与え

ています。 

・こうした豊かな自然は琵琶湖を中心

とした独特の生態系を育み、生活の

中で独自の文化や景観が形成され

るなど、私たちの命と暮らしにかけが

えのないものになっています。 

・ところが、開発などにより昔ながらの自然が失われつつあることや、人口減少や高齢

化による森や田んぼの管理不足、有害鳥獣や外来種による在来生物への被害など

により自然のバランスが崩れ、様々な恵みが失われる可能性があります。 

 

--- 水とみどりを守るためにしてきたこと --- 

・県や滋賀県立大学、企業などと連携して河川の美化

活動やヨシ刈り、竹林の整備を行っています。 

・県と連携して湖岸一帯や琵琶湖に注ぐ河川に繁茂

しているナガエツルノゲイトウやオオバナミズキンバ

イなどの特定外来生物や外来魚などの駆除を行っ

ています。 

・環境保全指導員による市域のホタルの生息状況調

査・把握が行われています。 

・多様な環境関連団体と連携して自然観察会や保全活動を行っています。 

  

１ 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策１ 水とみどりの保全と活用 

ポ イ ン ト 

私たちの命と暮らしを支える多様な自然を保全・再生させるとともに、自然と

のふれあいや自然の恵みを活用していくことが大切です。 

【自然観察会の様子】 

出典：こども環境白書2016（環境省） 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①琵琶湖の保全・活用 

（生活環境課） 

★琵琶湖を始めとする水環境の保全 

教育機関や事業者、地域と連携して、琵琶湖や琵

琶湖につながる河川などの保全・回復を図ります。 

●琵琶湖周辺の自然環境の保全 

琵琶湖湖岸の砂浜やクロマツ林、内湖のヨシ群落

など、本市の琵琶湖周辺を特徴づける自然を適切

に保全します。 

★琵琶湖周辺の自然の活用推進 

本市を特徴づける琵琶湖やヨシ群落などを活用し

たエコツーリズムを推進します。 

 ②河川や内湖などの保全 

（建設管理課、農林水産課） 

●河川の保全 

地域住民と連携して、県が管理する一級河川の草

刈りや清掃、川ざらえ、竹木の伐採・集積など河川環

境の保全・整備を進めます。 

川辺の竹林整備など環境保全活動を推進しま

す。 

●内湖やため池の保全 

地域住民と連携して内湖の周辺環境や身近な水

路・ため池の保全を推進します。 

③里地里山の保全・活用 

（農林水産課、農業委員会） 

●農地の保全 

担い手の育成や新規就農者への支援、農地の集

積を行うことにより、農地の荒廃を防ぎます。 

彦根市農業委員会および彦根市農業再生協議会

と連携して耕作放棄地対策を進めます。 

環境こだわり農業や多面的機能支払交付金事業

などの活用により、農地周辺の生態系の保全につな

げます。 

●山林の保全 

県や関連団体などと連携して山林や林道の管理

に努めます。 

★里地里山の活用推進 

身近な自然とのふれあいの場を維持・保全しま

す。 

 ④まちなかの緑の保全 

（都市計画課） 

●都市公園などの整備・管理の推進 

市民ニーズなどを踏まえ、新たな公園の整備や

既存公園の適切な管理運営、また、防災公園などと

しての機能の充実・強化を推進します。 

市民や事業者などと連携した公園の管理運営を

推進します。 

★まちなかの緑の保全・創出 

市民や事業者などと連携して街路樹や社寺林な

どまとまった緑を保全するとともに、まちなかの緑化

を進めます。 

一般住宅や工場、事業所の緑化推進に向けた啓

発を推進します。 

★：重点的に取り組む施策 

  

２ 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策１ 水とみどりの保全と活用 
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市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

★生きもの調査や自然観察会などのイベントを通

じて、琵琶湖周辺や彦根市の環境について学

びましょう。 

●保有する農地の草刈りや山林の間伐など、適

切に管理しましょう。 

●使用する農薬の量を減らすなど、生きものや環

境に優しい農業（環境保全型農業）に取り組み

ましょう。 

●身近な公園の管理や地域の緑化活動に積極

的に参加しましょう。 

●家の敷地やベランダなどで花などの緑を育て

ましょう。 

 
●生きもの調査や自然観察会などのイベントに参

加・協力し、琵琶湖周辺や彦根市の環境につ

いて学びましょう。 

★生きもののすみかとなる場所の保全に努めると

ともに、開発の際は、環境に配慮して行いまし

ょう。 

●耕作放棄地の発生を防ぎましょう。 

●身近な公園の管理や地域の緑化活動に積極

的に参加しましょう。 

●工場や事業所の敷地などで花や草木など緑を

育てましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

 

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 --- 

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

環境こだわり農業実施面積 
685 ha 

(令和元年度) 
700 ha 農林水産課 

※環境こだわり農業に認定された農地面積 

--- 関連指標 --- 

指 標 基準値 担当課 

湖岸や河川愛護活動参加団体

数 
81 団体 (令和元年度) 

建設管理課 

農林水産課 他 

※湖岸や河川の愛護活動に参加している団体数 

 

  

３ 

環境こだわり農業とは、化学合成農薬および化学肥料の使用量を慣行の 5 割以下に削減するととも

に、濁水の流出防止など、生きものに優しく、琵琶湖をはじめとする環境への負荷を削減する農業をいい

ます。 

環境こだわり農業は滋賀県全域で行われており、本市では、令和元年（2019 年）現在、685ha（※市の

耕地面積の約30％）の水田で取り組まれています。 

Topic 環境こだわり農業とは 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策１ 水とみどりの保全と活用 
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基本施策２ 生物多様性の保全 

 

現状と課題 

--- 生物多様性ってなに？ --- 

・地球上には約3,000 万種類もの生きものがいる

と言われています。私たち人間も含め、たくさ

んの種類の生きもの全てが複雑に関わり合っ

て存在していることを「生物多様性」といいます。 

・彦根市においても、貴重な生物種を取りまとめ

た「彦根市で大切にすべき野生生物」において、

328 種の生物種が指定されています。 

・また、「彦根市都市の美観風致を維持するための

樹木の保存に関する条例執行細則」に基づき、11

の樹木と樹林 3 箇所をそれぞれ「保存樹」「保存樹

林」に指定し、保全・維持管理を行っています。 

・こうした本市の豊かな「生物多様性」が、人口減少や高齢化を背景に、管理が行き届かなくなり、

ニホンジカやイノシシなどによる食害、外来種の侵入などによって失われつつあり、多くの生きも

のが絶滅の危機に瀕しています。 

--- 生物多様性を守るためにしてきたこと --- 

・県と連携して湖岸一帯や琵琶湖に注ぐ河川に繁茂

しているナガエツルノゲイトウやオオバナミズキンバ

イなどの特定外来生物の駆除を行っています。（再

掲） 

・県と連携して、オオクチバスやブルーギルなどの外

来魚の駆除やリリースの禁止に取り組んでいます。 

・環境保全指導員による市域のホタルの生息状況

調査・把握が行われています。（再掲） 

・県や関係団体、市民などと連携して、ニホンジカやイノシシ、ニホンザル、外来種であるアライグ

マやハクビシンなどの有害鳥獣の管理・駆除を行っています。 

 

 

【オオバナミズキンバイとナガエツルノゲイトウ】 

（特定外来生物） 

【彦根市で大切にすべき野生生物に記載

されている貴重な生物種】 

分 類 記載種数 

植 物 132 

哺 乳 類 25 

鳥 類 107 

昆 虫 26 

魚 類 38 

合計 328 

 

１ 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策２ 生物多様性の保全 

ポ イ ン ト 

多様な生きものが絶滅の危機に瀕していることを知り、自分たちに何が出

来るのかを考え、実際に行動していくことが重要です。 

【ハヤブサ（危急種）】 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①貴重な生物の保全 

（生活環境課） 

●野生動植物の保全・再生 

県や大学、環境関連団体などと連携して、貴重な

野生動植物の分布や生態について調査・情報収集

に努めるとともに、法令などに基づき適正な保全・再

生に努めます。 

地域の歴史・風土を象徴する神社・寺院の社そう

林や樹齢の古い大きな樹木など、緑のシンボルとし

て長く親しまれている保存樹・保存樹林について、

地域と連携して保全・維持管理に努めます。 

★貴重な自然と触れ合う機会の創出 

自然観察会やエコツーリズムなどを通じて、生きも

のや環境の大切さを学ぶ機会を提供します。 

市民や市民団体と連携して、城山や佐和山など

身近な里山において定期的な自然観察会を行い、

市民や観光客の環境に関する意識の醸成につなげ

ます。 

 ②有害鳥獣と外来生物の適正な 

管理 （農林水産課、生活環境課） 

●有害鳥獣の管理の推進 

県や関連団体、市民などと連携して計画的な有害

鳥獣の捕獲を実施し、農林水産業への被害防止に

努めます。 

★外来種対策の推進 

県や大学、環境関連団体などと連携して、ナガエ

ツルノゲイトウなど特定外来生物の分布状況につい

て調査し駆除を行うとともに、新たな外来種が侵入し

ないよう未然防止に努めます。 

外来種に関する正しい知識の普及啓発や外来種

による生態系への影響の防止に努めます。 

 

★：重点的に取り組む施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策２ 生物多様性の保全 

本市では、金毘羅宮の三本杉や長久寺の

梅など 11 の保存樹と、甘呂神社のケヤキ、ク

スノキ、スギなど 3 箇所を保存樹林に指定して

います。 

井伊神社に植えられているしだれ桜も保存

樹の一つで、幹周り 2m 超え、樹齢は 300 年

を超えると言われている古沢町のシンボル的

な巨樹です。今後、井伊神社などと連携して

このしだれ桜の樹形を確保するために必要な

養生について検討を進めます。 

Topic 保存樹を守るために 

【井伊神社のしだれ桜】 
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市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

●希少な動植物をむやみに採らないようにしまし

ょう。 

★生きもの調査や自然観察会などのイベントを通

じて、琵琶湖周辺や彦根市の環境について学

びましょう。（再掲） 

★外来種とその問題について、正しい知識を身

につけ行動しましょう。 

 
●生きもの調査や自然観察会などのイベントに参

加・協力し、琵琶湖周辺や彦根市の環境につ

いて学びましょう。（再掲） 

★生きもののすみかとなる場所の保全に努めると

ともに、開発の際は、環境に配慮して行いまし

ょう。（再掲） 

●ペットショップなどでは、飼い主へ外来種の適

正な管理方法や、最後まで責任をもって飼うよ

う呼びかけましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

 

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 --- 

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

外来種の

駆除数 
（県との連

携含む） 

ナガエツルノゲイトウ・

オオバナミズキンバイ

の生育箇所 

20 箇所 

(令和 2 年度) 

0 箇所 

（生育箇所無しが目標） 

（市設定） 

生活環境課 

（滋賀県自然環

境保全課） 

県が設置する市内の

主な釣りポイントの外

来魚回収ボックス・回

収いけすの外来魚の

駆除量 

1,031 kg 

(令和元年度) 

1,000 kg 

（市設定） 

生活環境課 

（滋賀県琵琶湖

保全再生課） 

※外来魚の駆除量：県が行う駆除で、市内の外来魚回収ボックス 12 箇所、回収いけす 1 箇所で回収された特定外来種（ブルーギ

ル、オオクチバス、コクチバス、チャネルキャットフィッシュ）を対象とする 

 

--- 関連指標 --- 

指 標 基準値 担当課 

有害鳥獣等駆除頭数 

農林水産課：189 頭 

生活環境課：41 頭 

（令和元年度） 

農林水産課 

生活環境課 

※農林水産課：ニホンジカ、イノシシ、ニホンザル、アライグマ、ハクビシンの駆除頭数  

※生活環境課：アライグマ、ハクビシンの駆除頭数  

  

３ 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策２ 生物多様性の保全 
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基本施策３ 彦根らしさの保全と活用 

現状と課題 

--- 彦根らしさってなに？ --- 

・本市には彦根城天守や城内の各櫓を始め

とする国指定・国選定の文化財が25件指定

されています。 

・こうした重要な歴史・伝統文化や本市の雄

大な琵琶湖の風景、佐和山から奥へと続く

緑の回廊、広がりのある平野部に広がる田

園風景、河原町・芹町周辺の昔ながらのま

ちなみなどは「彦根らしさ」を象徴する地域

資源として受け継がれてきました。 

・しかし、少子高齢化の進行に伴い、歴史・

伝統文化を守ってきた人々が高齢化してい

ることや、これらを継承し未来につないで

いく若者が少なくなっていること、また、地

域の環境への興味・関心が低い傾向にある

ことなど、「彦根らしさ」を象徴する地域資源

を守っていくことが難しくなっています。 

・また、景観に目を向けると、新しい様式や素材の建物が増えてきたり、空き家・空き地の散在、周

辺の景観と調和しない設備・建物や屋外広告物により、かつてのまちなみとしての一体感が失わ

れつつあるなど、新たな課題も発生しています。 

 

--- 彦根らしさを守るためにしてきたこと --- 

・彦根の歴史・文化財などに関する出前講座を開催しています。 

・彦根市内の歴史的建造物のうち特に重要なものについては、

指定文化財とするなどし、保存を行っています。 

・彦根市景観計画の指定方針に沿って、景観法に基づく景観重要建造物に旧鈴木屋敷長屋門や

金亀会館などを、景観重要樹木にいろは松を指定しています。 

  

【国指定・国選定文化財（令和2 年度）】 

分 類 指定 

建 造 物 彦根城天守、千代神社本殿、

長寿院弁才天堂附棟札など 

9 

絵 画 紙本金地著色風俗図（彦根屏

風） 

1 

彫 刻 木造阿弥陀如来坐像など 5 

工 芸 品 太刀 銘国宗、我宿蒔絵硯箱な

ど 

3 

古 文 書 彦根藩井伊家文書 1 

特 別 史 跡 彦根城跡 1 

史 跡 彦根藩主井伊家墓所、荒神山

古墳 

2 

名 勝 玄宮楽々園、旧彦根藩松原下

屋敷(お浜御殿)庭園 

2 

重伝建地区 彦根市河原町芹町地区伝統

的建造物群保存地区 

1 

合 計  25 

出典：彦根市ホームページ 

１ 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策３ 彦根らしさの保全と活用 

ポ イ ン ト 

自然景観や歴史的なまちなみとともに受け継がれてきた「彦根らしさ」を将

来にわたって残していくことが重要です。 

【彦根城内の風景】 
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施策の内容（個別施策） 

① 市が進める施策（市の取組） 

① 歴史的なまちなみの保存・継承・活用 

（景観まちなみ課、文化財課、観光企画課） 

●歴史的なまちなみの保存・継承 

彦根市景観計画の基本方針に沿って、歴史的な景観の保存・継承を推進します。 

文化財に指定するなどにより、地域の優れた建造物などを保全します。 

★歴史的なまちなみの活用 

彦根の歴史・文化財などに関する出前講座の開催を通じて、歴史的なまちなみや景観、歴史的建造物が残る風

景を大切にする意識の醸成につなげます。 

歴史的なまちなみや歴史的建造物、これらを取り巻く周辺環境の保全と活用を推進します。 

彦根城に代表されるすぐれた文化財や歴史的風致の維持・向上を図り、これらを活用した観光の活性化に取り組

みます。 

★：重点的に取り組む施策 

 

 

  

２ 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策３ 彦根らしさの保全と活用 

本計画の策定に伴い、市民（18 歳以上）、事業者（市内事業者）、中学生を対象に、環境に関するアン

ケート調査を行いました。 

ここでは、本市の自然や歴史・文化に関連するアンケートの結果について一部ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topic アンケートから見る環境意識（環境に関する満足度と今後期待する施策） 

地域の自然や歴史・文化に関する満足度 

22.7%

8.1%

7.8%

13.3%

5.2%

6.6%

11.1%

34.4%

28.7%

22.5%

30.8%

17.5%

27.3%

34.1%

0% 20% 40% 60%

田畑、雑木林などの身近な緑の豊かさ

河川や湖の水のきれいさ

水辺や野山に生息する生きものの種類や数の多さ

身近な広場や公園の緑の豊かさ

街中の歩きやすさ、自転車の乗りやすさ

まちなみの景観の美しさ

歴史・文化的資産の保護・保全状況

満足 やや満足

地域の自然や歴史・文化につい

て、「田畑、雑木林などの身近な緑

の豊かさ」の満足度（満足、やや満

足を足した割合）が最も高くなっ

ています。 

一方、「街中の歩きやすさ、自転

車の乗りやすさ」は満足度が最も

低くなっています。 

今後市に期待する施策 

57.1%

18.7%

10.2%

40.5%

27.3%

32.2%

21.6%

15.9%

33.4%

20.9%

6.9%

琵琶湖や河川などの水辺や農地など自然環境の保全

貴重な動植物の保全や外来生物の駆除など生物多様性の保全

シカ、イノシシ、サルなどの獣害対策

歴史的建造物、歴史的景観、文化財などの保護

地球温暖化対策（再エネ・省エネ・節電の推進など）の取組を支援する

大気汚染、水質汚濁、騒音・振動、悪臭などの防止対策の強化

ごみの分別・リサイクル活動の推進

食品ロス（まだ食べられるのに捨てられる食品）削減の推進

身近な公園や街路樹など緑化・緑地の整備・維持管理

公共交通機関や自転車の利用促進

環境学習など学びの取組、環境イベントなどの情報提供

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今後市に期待する施策は、「琵

琶湖や河川などの水辺や農地な

ど自然環境の保全」や「歴史的

建造物、歴史的景観、文化財な

どの保護」の割合が高く、本市

では自然や歴史文化の保全・保

護が求められています。 
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市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

●出前講座や地域の歴史文化などをめぐるウォ

ーキング・ハイキングなどへの参加を通じて、

地域の歴史や文化に関心を持ち、その保存・

継承に努めましょう。 

●住宅を改築・新築の際は、周辺の景観に配慮

しましょう。 

 
●出前講座や地域の歴史文化などをめぐるウォ

ーキング・ハイキングなどへの参加・協力を通

じて、地域の歴史や文化に関心を持ち、その

保存・継承に努めましょう。 

●事務所・店舗の建設や、屋外広告物などを設

置する際は、周辺の景観に配慮しましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

 

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 --- 

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

文化財の保存と活用数 
 49 件 

（令和 2 年度) 
52 件 文化財課 

※歴史的なまちなみを形成する城下町、宿場町などの建造物。重要文化財有川家住宅：1 件、市指定文化財：25 件（伝統的個人物

件・民有物件など、社寺建築物件・施設内物件は除外）+登録文化財：23 件（神社１件を除く） 

 

--- 関連指標 --- 

指 標 基準値 担当課 

彦根市指定文化財の件数 
89 件 

(令和 2 年度) 
文化財課 

※市が指定した文化財の数。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

基本目標１ 人・自然・文化が調和するまちづくり ≫ 基本施策３ 彦根らしさの保全と活用 

 

エコツーリズムとは、自然環境や歴史・文化など地域資源

を対象とし、それらを活かした体験活動や観光を通して、地

域の自然環境や歴史・文化の保全の大切さや持続可能性に

ついて学ぶ旅行やレクリエーションのことをいいます。 

滋賀県では、「滋賀にしかないエコツーリズム」として、森・

川・里・湖やエリアごとに体験やイベントなどの情報をとりまと

め、公開しています。 

本市の情報としては、春の新緑の頃と秋の紅葉の時期に

期間限定で公開されている「名勝旧彦根藩松原下屋敷（お浜

御殿）庭園」が取り上げられています。 

身近な地域の魅力について、楽しみながら学んでみませんか？ 

Topic 滋賀にしかないエコツーリズム 

滋賀にしかないエコツーリズム 

（滋賀県ホームページ） 

どんなエコツーリズムがある

か詳しく知りたい方へ 

【名勝旧彦根藩松原下屋敷（お浜御殿）庭園】 
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基本目標 ２    関連するＳＤＧｓ▶▶▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策４ 環境リスクの低減に向けた取組の推進 （p29～） 

基本施策５ 美しいまちを守るための取組の推進 （p33～） 

 

■数値指標 

・ホタルの確認場所数 

・管理不全な空き家等および特定空家等の是正率 

■関連指標 

・彦根城内・中堀、平田川、文禄川の水質 

・彦根市空き家バンクの登録物件数 

■関連計画 

・彦根市公共下水道事業経営計画、彦根市生活排水対策推進計画、彦根市空家等対策計画 など 

  

基本目標 ２ 

安全・安心が実感できる 

快適なまちづくり 

■目指す１０年後の姿 

・家庭では、ごみの適正処理や生活排水による水の汚れ防止など環境に配慮した行動が日

常的に行われ、多くのホタルが飛び交う良好な環境が維持されています。 

・工場、事業所では、環境に配慮された製造・商品が積極的に開発・販売され、環境負荷の

小さい安全・安心な商品が多く流通しています。 

・ごみのポイ捨て防止が推進され、まちのごみが減少しています。 

・まちなかに出かけると、道路や公園の管理が行き届き、空き家がリノベーションなどにより

カフェや新たな住人の住居として活用されています。 
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基本施策４ 環境リスクの低減に向けた取組の推進 

 

現状と課題 

---環境リスクと私たち --- 

・国内の大気、水、土壌の環境汚染な

どの状況について、環境基準の達

成状況は概ね改善傾向にあり、かつ

て全国的に生じた公害は、本市でも

工場の煤煙や排水問題が発生しま

したが、現在は、解消されています。 

・本市の大気、水、土壌などの状況に

ついて、野焼きの発生など個別事案

はありますが概ね良好な環境が維

持されており、公害苦情件数は近年

減少傾向にあります。 

・しかしながら、微小粒子状物質（ＰＭ2.5）や光化学スモッグといった環境リスクの発生も懸念されて

おり、そのほとんどが車の排気ガスや工場の煙など、私たちの生活により発生する粒子状の物質

が原因となっています。こうした問題への対応は、私たちの健康や生活環境を守る上で、引き続

き重要な課題となっています。 

 

--- 生活環境を守るためにしてきたこと --- 

・彦根市では、公害防止の一手段として、公害防止の目標値や具体的な公害対策などを掲げた「公

害防止および環境保全に関する協定」を、現在41の工場との間で締結しています。 

・県と連携して定期的に市内主要河川の

水質や地下水、土壌、大気質、微小粒

子状物質（ＰＭ2.5）、騒音・振動の測定を

実施するとともに、測定結果を「彦根市

の環境」で公表しています。 

・環境保全指導員による市域のホタルの

生息状況調査・把握が行われています。

（再掲） 

 

  

出典：こども環境白書2016（環境省） 

１ 

基本目標2 安全・安心が実感できる快適なまちづくり ≫ 基本施策４ 環境リスクの低減に向けた取組の推進 

ポ イ ン ト 

私たちの暮らしの安全を守るため、今後も継続して様々な環境リスクを監視

するとともに結果を公表していくことが大切です。 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①良好な大気・水・土壌環境の保全 

（生活環境課、上下水道総務課、上

下水道業務課） 

★環境リスクのモニタリング 

大気環境や河川、地下水、土壌などの環境リスク

について、県と連携してモニタリングを実施するとと

もに、その結果をホームページで公表します。 

ホタルの生息状況について、環境保全指導員な

どと連携してモニタリングを行い、水辺環境の把握

に努めます。 

高濃度のＰＭ2.5 や光化学スモッグが発生した場

合は、速やかに注意喚起します。 

●事業活動による汚染・汚濁防止 

関連する環境法令の順守を促すとともに、必要に

応じて事業者に対して、県と連携して立入調査を実

施し、必要な指導などを行い、環境管理を促進しま

す。 

●生活排水への対策強化 

共下水道の普及および接続や合併処理浄化槽の

普及を進め、水質汚濁防止に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【彦根市環境保全指導員連絡会議作成のホタル地図】 

 

ホタルと生活環境の関わりについて 

ホタルは幼虫の間は水中で過ごし、土中で蛹になり、成

虫となって地上に飛び立ちます。生息場所が水中･土

中・空中に跨ることから水辺環境のバロメーターとも言

われています。 

ホタルが多く生息しているということは、私たち人間にと

っても好ましい水辺環境が維持されていると評価するこ

とができます。 

②騒音、振動、悪臭の防止 

（生活環境課） 

●騒音・振動のモニタリング 

関連する環境法令の順守を事業者に求め、必要

に応じて事業者に指導を行います。 

自動車交通騒音などの環境リスクについて、県と

連携してモニタリングを実施するとともに、その結果

をホームページで公表します。 

★悪臭の防止 

悪臭に関する苦情や相談に速やかに対応しま

す。 

野外焼却禁止の啓発を推進します。 

 ③化学物質などによる環境リスクの

低減 （生活環境課・農林水産課） 

●化学物質などへの対策強化 

県と連携してダイオキシン類などの化学物質のモ

ニタリングを実施するとともに情報提供に努めます。 

事業者における化学物質の適正な管理を促すと

ともに、市民における農薬の適正使用や環境保全

型農業の実践を呼びかけます。 

●その他環境リスクへの対策 

健康被害を及ぼすおそれのある化学物質などに

関する情報の収集・提供に努めます。 

★：重点的に取り組む施策 

  

２ 

基本目標2 安全・安心が実感できる快適なまちづくり ≫ 基本施策４ 環境リスクの低減に向けた取組の推進 
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市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

★ごみの野外焼却を行わず、適正に処理しましょ

う。 

★廃食油を流さない、食器の油汚れをふき取っ

てから洗うなど、生活排水による水の汚れを防

ぎましょう。 

●アイドリングストップを行うなど自動車の適正使

用に努めましょう。 

●使用する農薬の量を減らすなど、生きものや環

境に優しい農業（環境保全型農業）に取り組み

ましょう。 

●化学物質についての正しい知識を身につけま

しょう。 

 
★大気汚染や水質汚濁に関する法令を遵守する

とともに、近隣への配慮に努めましょう。 

★騒音・振動に関する法令を遵守するとともに、

近隣への配慮に努めましょう。 

●使用する化学物質の量を減らすなど環境に配

慮した製造・商品の開発に努めましょう。 

●化学物質の適正な使用・管理に努めましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

 

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 --- 

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

ホタルの確認場所数 
39 箇所 

(令和元年度) 
47 箇所 生活環境課 

※彦根市環境保全指導員連絡会議が作成するホタル地図から把握 

 

--- 関連指標 --- 

指 標 
基準値（令和元年度） 

担当課 
場所 COD BOD T-N 

彦根城内・中堀、平田川、

文禄川の水質 

彦根城内堀 6.1 mg/l 3.9 mg/l 1.65 mg/l 

生活環境課 
彦根城中堀 5.9 mg/l 3.1 mg/l 2.18 mg/l 

平田川 2.2 mg/l 2.7 mg/l 1.45 mg/l 

文禄川 3.5 mg/l 2.6 mg/l 1.37 mg/l 

※市が実施する水質調査結果から把握 

 

 

３ 

基本目標2 安全・安心が実感できる快適なまちづくり ≫ 基本施策４ 環境リスクの低減に向けた取組の推進 
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基本目標2 安全・安心が実感できる快適なまちづくり ≫ 基本施策４ 環境リスクの低減に向けた取組の推進 

 

彦根市の水道は、琵琶湖を水源とする「大藪水源系」と、地下水を水

源とする「東沼波水源系」、「稲枝水源系」の 3 水源があります。この水

源となる琵琶湖や河川・地下水の水を保全することは、私たちが利用

する水の安全性を守ることにもつながります。 

本市では、昭和 47 年度（1972 年度）から市内主要河川の水質検査

を行っており、以下に示す物質の状況を毎年測定し、「彦根市の環境」

で公表しています。 

【水質検査で重要となる物質の性質】 

物質名 健康影響・環境影響など 

水素イオン濃度 

（ｐＨ） 

水質が酸性、あるいはアルカリ性になると、水利用の支障があるほか、水

中に生息する生物に影響を及ぼします。 

生物化学的酸素要求量 

（ＢＯＤ） 

ＢＯＤの濃度が高い状態が続くと、水生生物相が貧弱になり、魚類などが

生息できなくなります。 

化学的酸素要求量 

（ＣＯＤ） 

ＣＯＤの濃度が高い状態が続くと、水生生物相が貧弱になり、魚類などが

生息できなくなります。 

溶存酸素 

（ＤＯ） 

溶存酸素の濃度が低い酸欠状態が続くと、好気性微生物にかわって嫌気

性微生物が増殖するようになり、有機物の腐敗が起こり、メタンやアンモ

ニア、硫化水素が発生し、悪臭の原因になります。また、生物相は非常に

貧弱になり、魚類は生息できなくなります。 

浮遊物質量 

（ＳＳ） 

水の濁りの原因となる浮遊物は、低濃度では影響が少ないものの、高濃

度になると魚の呼吸障害、水中植物の光合成妨害などの影響がありま

す。また、沈殿物として、底質への影響があります。 

全窒素 

（Ｔ－Ｎ） 

窒素やりんは、植物の生育に不可欠なものですが、大量の窒素やりんが

湖に流入すると富栄養化が進み、植物プランクトンの異常増殖を引き起こ

すとみられています。湖沼におけるアオコや淡水赤潮の発生、内湾にお

ける赤潮、青潮の発生にも影響します。 
全りん 

（Ｔ－Ｐ） 

 

身近な川や水路などの水の綺麗さは、私たちも簡

単に調べることができます。 

水の中にすむ生きもの（水生生物）の種類は、溶存

酸素量と深い関係があり、川や水路の中にいる水生生

物を調べることで、そこの水が綺麗か汚いか、おおよ

そのことが分かります。 

例えばホタルの幼虫（ゲンジボタル）やカワニナ

（貝）がいる河川や水路は、ややきれいな水（水質階級

Ⅱ）に、アメリカザリガニや蚊の幼虫（ユスリカ類）がい

る河川や水路は、とてもきたない水（水質階級Ⅳ）と分

類することができます。 

川や水路の中にいる水生生物を調べて、その場所

の水質判定ができれば、どうして水がきれいなのか、

どうして水が汚いのか、人のくらしと川の環境の関係を

考える良いきっかけになります。 

Topic 彦根市の水環境について 

彦根市の環境 

（彦根市ホームページ） 

水質など本市の環境につい

て詳しく知りたい方へ 

出典：「川の生きものを調べよう」（環境省・国交省） 

「川の生きものを調べよう」 

（環境省ホームページ） 

川の生きものの調べ方につ

いて詳しく知りたい方へ 
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基本施策５ 美しいまちを守るための取組の推進 

 

現状と課題 

--- 美しいまちを乱す空き家 --- 

・近年、核家族化や少子化などを背景に、空き家や空

き地が全国的な問題として取り上げられています。 

・空き家になった建物が放置されて老朽化が進むと、安

全性を損ねて近隣に被害を与えたり、景観や生活環

境に深刻な影響をおよぼす原因になる可能性があり

ます。 

・平成 30 年（2018 年）の総務省の「住宅・土地統計調査」

によると、彦根市の空き家率は 17.5％で 9,590 戸の空

き家があり、県内でも高い数値となっています。空き家

は今後も増加していく可能性があり、空き家の管理や

活用のさらなる強化が求められています。 

 

--- 美しいまちを守るためにしてきたこと --- 

・不法投棄の未然防止と早期発見のため、不法投棄防止パトロールを実施しています。 

・ごみのポイ捨てやふん害の未然防止のため、彦根市ごみの散乱およびふん害のない美しいま

ちづくり条例に基づく指導や啓発を行っています。 

・地域の環境美化とごみの散乱防止を図るため、市民や企業、ボランティア団体などが一体となり

清掃活動を実施しています。 

・「空き家を売りたい・貸したい」と考えている所有者と、「空き家に住みたい・借りたい」と考えてい

る活用希望者をマッチングさせる「彦根市空き家バンク」制度を運用しています。 

・空き家などが放置され、管理不全な状態となることを防止するため、啓発活動や、彦根市空き家

等の適正管理に関する条例に基づく指導などを行っています。 

 

 

  

１ 

基本目標2 安全・安心が実感できる快適なまちづくり ≫ 基本施策５ 美しいまちを守るための取組の推進 

ポ イ ン ト 

これまで行ってきたごみのポイ捨てや不法投棄対策、空き家対策を継続し

つつ、より一層強化していくことが重要です。 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①ごみのポイ捨て防止、空き家・空き地対策の推進  

（生活環境課、建築住宅課、清掃センター） 

★環境美化の推進 

ごみのポイ捨てやふん害の防止、ごみの持ち帰りなどの啓発を進めるとともに、市民や企業、ボランティア団体な

どの清掃活動を支援します。 

「びわ湖の日」「環境美化の日」について、清掃活動を推進します。 

★空き家・空き地対策のさらなる推進 

市民からの情報などにより管理が行き届いていない空き家を把握した場合の、所有者などに対する指導などによ

り一層努めます。 

「彦根市空き家バンク」などを活用した空き家の発生抑制や有効活用により一層努めます。また、空き地の草刈り

などの適正管理を呼びかけ、衛生害虫の発生やごみのポイ捨てなどを防止します。 

●不法投棄対策の強化 

不法投棄防止パトロールや看板・監視カメラの設置などにより、不法投棄がされにくい環境づくりを行います。 

★：重点的に取り組む施策 

市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

●ごみのポイ捨ては行わず、持ち帰りを徹底しま

しょう。 

★地域が主催する清掃活動に積極的に参加しま

しょう。 

●所有する空き家や空き地は適正に管理すると

ともに、活用に努めましょう。 

 
★地域が主催する清掃活動に積極的に参加・協

力しましょう。 

●事業所から排出されるごみはその事業者が責

任をもって適正に処理しましょう。 

●地域の空き家や空き地を活用する取組への参

加・協力に努めましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

基本目標2 安全・安心が実感できる快適なまちづくり ≫ 基本施策５ 美しいまちを守るための取組の推進 

 

毎年 7 月 1 日は「びわ湖の日」です。かつて琵琶湖では富栄養化が進み、淡水赤潮が大規模に発生

し、水道水の異臭味障害や養魚場のアユやコイが死ぬなど多大な被害をもたらしました。淡水赤潮の原

因の一つが合成洗剤に含まれているりんに起因することがわかると、県民が主体となって、合成洗剤の使

用をやめ、粉石けんを使おうという運動（石けん運動）が始まりました。 

こうした運動の盛り上がりなどを背景に、昭和 55 年（1980 年）7 月 1 日に全国に先駆けて「滋賀県琵琶

湖の富栄養化の防止に関する条例」（琵琶湖条例）が施行され、その翌年には、琵琶湖条例の施行 1 周

年を記念して、7 月1 日「びわ湖の日」が定められました。 

現在、「びわ湖の日」は県民および事業者の間に広く環境の保全についての理解と認識を深めるととも

に、環境の保全に関する活動への参加意欲を高めるための日として広く知られており、本市においても

毎年琵琶湖岸の清掃などを行っています。この「びわ湖の日」の取組は、令和2 年（2020 年）に 40 周年を

迎えました。 

Topic びわ湖の日について 
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進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 ---  

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

管理不全な空き家等および 

特定空家等の是正率 

56 ％ 

(令和 2 年度) 
76 ％ 建築住宅課 

※法律、条例に基づく指導等件数のうち是正完了件数 

 

--- 関連指標 --- 

  指 標 基準値 担当課 

彦根市空き家バンクの登録物件

数 

19 件 

(令和 2 年度) 
建築住宅課 

※市HP 彦根市空き家バンク カモンの「売買物件」および「賃貸物件」の合計 

基本目標2 安全・安心が実感できる快適なまちづくり ≫ 基本施策５ 美しいまちを守るための取組の推進 

本市には、9,590 戸を超える空き家が存在しています。中には倒壊の危険性のある危険なものもありま

すが、少しの改修で利活用可能なものもたくさんあります。 

空き家の所有者の多くは、相続を受けたものの建物の解体費が高く、処分したくてもできないのが現状

です。適正管理をしていないと屋根瓦が落ちてしまったり、キツネやハクビシンの住処になってしまうな

ど、近隣に被害を与えたり、景観や生活環境に深刻な影響をおよぼす原因になる可能性があります。 

そこで今注目されているのがリノベーションです。リノベーションとは、中古住宅に対して、例えば水・

電気・ガスなどのライフラインや住宅内部の性能を必要に応じて更新・改修したり、ライフスタイルに合わ

せて間取りや内外装を刷新することで、快適で現代的な住まいに再生することをいいます。 

本市には空き家の所有者と新しい住まい手をマッチングさせる 2 つの空き家バンクが運営されており、

リノベーションして地域の核となる施設として生まれ変わった空き家も複数あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topic リノベーションって何？ 

彦根市空き家バンク カモン 

市内の空き家全般（住

居物件）を対象とした空

き家バンクです。 

 

小江戸ひこね町屋情報バンク 

町屋や古民家（昭和20

年以前の物件）のみを対

象とした空き家バンク

です。 

 

彦根市の空き家の状況につ

いて詳しく知りたい方へ 

費用 
 

同じ地域・広さの新築と比

べて、一般的にリーズナブル

な費用で建てることができ

ます。家計にもやさしい。 

リノベーションの４つのメリット 

自由設計 

内外装を自由に設計でき

るだけでなく、水・電気・ガ

スなどのライフラインや断

熱など必要な分だけ更新・改

修することができます。 

味わい 
 

新築では味わえない昔な

がらの雰囲気を留めながら

使える部分だけそのまま残

し、使うことができます。 

エコ 
 

まだ使えるものは使う。リ

ノベーションは環境にも優

しい生活を進めるためのひ

とつの選択肢です。 

３ 
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基本目標 ３    関連するＳＤＧｓ▶▶▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基本施策６ ３Ｒ（ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）の推進 （p37～） 

基本施策７ 環境にやさしい消費の推進 （p40～） 

基本施策８ 森・川・里・湖の水のつながりの保全 （p42～） 

■数値指標 

・市民 1 人 1 日当たりのごみ等発生量 

・リサイクル率 

・学校給食地産地消率（食材・重量） 

■関連指標 

・定点観測による漂着ごみ調査数 

・漂着ごみの内容 

■関連計画 

・彦根市一般廃棄物処理基本計画、彦根市分別収集計画、ごみ処理実施計画、彦根市災害廃棄物処理計

画 など 

  

基本目標 ３ 

水や資源の循環が進んだまちづくり 
 

■目指す１０年後の姿 

・ごみの分別・減量化やリサイクルの取組が進み、ごみの排出量は年々減少しています。 

・地産地消やグリーン購入など環境負荷の少ない食品や製品の選択が積極的に行われて

います。 

・市民一人ひとりが森・川・里・湖の水のつながりの重要性について理解し、漂着ごみ対策な

どに協力しています。また、漂着ごみの現状や水循環の大切さを伝える環境学習の場の提

供が行われ、地域外の人たちの意識醸成にも貢献しています。 
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基本施策６ ３Ｒ（ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）の推進 

 

現状と課題 

--- ごみ問題と私たち --- 

・３Ｒとは、リデュース（ごみを減らす）、リユー

ス（繰り返し使う）、リサイクル（再資源化）のこ

とで、ごみ問題を解決するための 3 つの取

組の総称です。 

・世界では、全ての人が食べるのに十分な食

料が生産されている一方で、いまだに多く

の人々が空腹を抱えています。そんな中、

日本では約 612 万トンの食品がまだ食べら

れるのに捨てられてしまう「食品ロス」として

廃棄されています。 

・彦根市においても家庭系ごみの約 11％を食品

ロスが占めており、大きな問題となっています。 

・また、彦根市の市民１人１日当たりのごみ等

排出量においては、減少傾向にあるものの、

滋賀県の平均値を上回る状態が続いており、

食品ロスの削減と合わせて雑がみやプラス

チック類などのごみを削減していくことが重

要です。 

 

--- ３Ｒを進めるためにしてきたこと --- 

・燃やすごみや粗大ごみとして出される草木・剪定枝や食品のリサイクルを推進しています。 

・事業系廃棄物の適正な排出や３Ｒの啓発を目的として冊子「事業系ごみの分け方・出し方 豆知

識」を作成し、市内事業者へ配付しています。 

・市民一人ひとりのごみの減量への行動が促されるよう、広報誌やホームページ、出前講座で啓

発や情報提供を行っています。 
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彦根市 滋賀県（g）

（年度）

【彦根市及び滋賀県の市民１人１日当たりのごみ等排出量の推移】 

出典：農林水産省 

出典：一般廃棄物処理の概況（滋賀県） 

１ 

基本目標３ 水や資源の循環が進んだまちづくり ≫ 基本施策６ ３Ｒ（ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）の推進 

ポ イ ン ト 

家庭内の食品ロスや雑がみ、プラスチック類といったごみについて、重点的

に減量・リサイクルを進める必要があります。 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①食品ロスやプラスチックごみ削減

の推進    （生活環境課） 

★食品ロスの削減 

「NO-FOODLOSSプロジェクト（食品ロス削減国民

運動）」や宴会の食べ残しを減らす「３０１０運動」、

「三方よし!!でフードエコ・プロジェクト」を推進しま

す。 

食品ロス削減につながる取組について情報を発

信し、市民や事業者の意識啓発に努めます。 

県が進める「三方よしフードエコ推奨店」認定制度

の情報を発信し、認定や利用を呼びかけます。 

賞味期限の近い防災備蓄食品について、フード

バンクへの寄付や肥料にするなど有効活用を進め

ます。 

★プラスチックごみの削減 

使い捨てのプラスチック容器・包装・製品の使用を

減らし、マイバッグやマイ箸、マイボトルの普及啓発

を進めます。 

化石由来プラスチックから再生プラスチックやバイ

オプラスチックなどへの転換を促します。 

 ②３Ｒの普及促進 

（生活環境課、清掃センター） 

★３R の取組強化 

市民や事業者への啓発に努め、ごみを出さない

ライフスタイルや事業活動の実践を進めます。 

集団資源回収の支援を進めるとともに、市民意識

の啓発や各種リサイクル法などの周知に努めます。 

●適正なごみ処理体制の整備 

ごみ処理施設のリニューアルに向けたごみ処理

体制の見直し・整備を進めます。 

ごみ回収ルートを常時見直し、効果的で効率的な

ごみ収集に努めます。 

●災害廃棄物の処理 

大規模地震災害や風水害などの発災時に、粗大

ごみ、がれきなどの廃棄物が大量に発生し収集運

搬が困難になることを防ぐため、平成30年（2018年）

9 月に策定した彦根市災害廃棄物処理計画に基づ

き対策を進めます。 

★：重点的に取り組む施策 

 

 

  

２ 

基本目標３ 水や資源の循環が進んだまちづくり ≫ 基本施策６ ３Ｒ（ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）の推進 

 

近年、地球温暖化による気候変動の影響などで、台風・豪雨などが頻発・激甚化しており、それに伴う

被害も増加しています。 

本市においても鈴鹿西縁断層帯地震や南海トラフ地震など市域に影響を及ぼす災害が想定されてお

り、災害発生時には、粗大ごみ、がれきなどの廃棄物が大量に発生するほか、交通機関の途絶に伴い、

平常時の体制での廃棄物の収集運搬や処理が困難になるなど、公衆衛生や生活環境の悪化にもつなが

る問題になる可能性があります。 

そこで本市では、「彦根市地域防災計画」において想定されている地震、水害により発生する災害廃棄

物の円滑な処理を行い、市民の生活基盤の早期回復と速やかな復旧を図ることを目的として、「彦根市災

害廃棄物処理計画」を策定しています。 

Topic 災害廃棄物について 
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市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

★食材の使い切りや食べきり、３０１０運動などに

より食品ロスを減らしましょう。 

★マイバッグやマイボトルを持参し、使い捨てプ

ラスチックの使用を控えましょう。 

●使い捨て商品や過剰包装の商品など、ごみと

なるものの購入を控えましょう。 

★生ごみの水切りや、雑がみ・プラスチックの分

別などにより、家庭ごみの減量化に努めましょ

う。 

 
★食べきりメニューの設定やお客に３０１０運動へ

の協力を促すなど、食品ロスの削減に取り組み

ましょう。 

●「三方よしフードエコ推奨店」への登録に努め

ましょう。 

★排出される一般廃棄物や産業廃棄物の適正な

分別・処理や減量化に積極的に取り組みましょ

う。 

●再利用可能な製品や包装の少ない製品などの

製造・販売に努めましょう。 

●使い捨てプラスチック製品の使用削減に努め

ましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 --- 

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

市民１人１日当たりの 

ごみ等発生量 

880 ｇ/人・日 

(令和元年度) 
＊ 

生活環境課 

清掃センター 

リサイクル率 
13.6 ％ 

(令和元年度) 
＊ 

生活環境課 

清掃センター 

※市民１人１日当たりのごみ等発生量：ごみ発生量/行政区域人口/365 日（集団回収量を含む） 

※リサイクル率：資源化量/ごみ等総排出量（集団回収量を含む） 

＊現在策定中の一般廃棄物処理基本計画の数値目標に合わせる 

  

３ 

基本目標３ 水や資源の循環が進んだまちづくり ≫ 基本施策６ ３Ｒ（ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）の推進 

 

滋賀県では、近江商人たちが昔から大切にし

ていた売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よ

し」の精神をもとに、事業者・団体・行政などが協

力して食品ロスを減らす県民運動「三方よし!!でフ

ードエコプロジェクト」を進めています。 

必要な食材を必要な分だけ購入する、旬の食

材を食べるなどちょっとした心がけで、誰もが笑

顔で「よし！！」を言える、環境にやさしいまちづ

くりにつなげることができます。 

みなさんもチャレンジしてみませんか。 

Topic 三方よし！でフードエコプロジェクト 

「食品ロス削減アイデア集」（滋賀県） 

食品ロスについて 

詳しく知りたい方へ 

三方よし!!でフードエコプロジェクト 

（滋賀県ホームページ） 
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基本施策７ 環境にやさしい消費の推進 

 

現状と課題 

--- 環境にやさしい消費って？ --- 

・私たちは豊かさや便利さを求めて「大量生

産・大量消費・大量廃棄」の生活を送って

きましたが､その結果、地球温暖化や大

気・土壌・水質の汚染､生態系の異常､ごみ

問題など､さまざまな環境問題を引き起こし

ています。 

・こうした問題を解決するには「大量生産・

大量消費・大量廃棄」の生活を見直し、環

境調和型・資源循環型のくらし方へと変え

ていく必要があります。 

・日々の買い物の中で、本当に購入が必要

か十分に考え、購入する際は、できる限り

環境にやさしいものを優先し、必要な分だ

け購入するライフスタイルへと変えていくこ

とが、環境にやさしい消費＝環境調和型・

資源循環型のくらし方の第一歩となります。 

 

 

--- 環境にやさしい消費を進めるためにしてきたこと --- 

・滋賀グリーン活動ネットワークに参加し、県内の全市町が連携してパネル展示などを行う「びわこ

一周『買うならエコ！』リレー」などを通じてグリーン購入の普及・啓発を行っています。 

 

 

 

  

県外から地域に輸送 

大量消費 大量廃棄 

消費 

残った食品 

の活用 廃棄 

今までのくらし 

１ 

基本目標３ 水や資源の循環が進んだまちづくり ≫ 基本施策７ 環境にやさしい消費の推進 

ポ イ ン ト 

グリーン購入や地産地消を通じて、大量生産・消費・廃棄の暮らしから環境

調和・資源循環型の暮らしに変えていくことが重要です。 

大量の 

食品ロス 

これからのくらし 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

① グリーン活動、地産地消の推進 

（生活環境課・農林水産課・彦根市学校給食センター） 

★グリーン活動の推進 

製品やサービスを購入する際に、その必要性を十分に考慮し、購入が必要な場合には、できる限り環境への負

荷が少ないものを優先的に購入するグリーン購入の普及に努めます。 

 

●地産地消の推進 

地産地消の普及により、地場産業の発展に貢献するとともに、食品輸送による温室効果ガスの排出量抑制や農

地の維持に努めます。 

飲食店や店舗に地元産物の利用・販売を促すとともに、学校給食で積極的に地元産農産物を利用します。 

★：重点的に取り組む施策 

 

市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

●「つかう責任」を意識し、環境負荷の少ない製

品の選択・購入に努めましょう。 

●グリーン購入につながる様々な環境ラベルに

ついて正しい知識を持ち、購入の際は活用に

努めましょう。 

★地元の食材や食品を積極的に利用（購入）し、

地産地消を心がけ実践しましょう。 

 
●「つくる責任」「つかう責任」を意識し、環境負荷

の少ない製品の選択・利用に努めましょう。 

●事業活動に伴う環境負荷などの情報を収集・

把握し、CSR 報告書などにとりまとめて、積極

的に発信しましょう。 

●飲食店や店舗では地元産物を積極的に利用

（販売）し、地産地消を心がけしましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組+- 

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 ---  

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

学校給食地産

地消率（食材・

重量） 

食材 
28.1 ％ 

(令和元年度) 
30.0 ％ 

彦根市学校給

食センター 
重量 

30.0 ％ 

(令和元年度) 
30.0 ％ 

※学校給食で使用する地場産米・野菜の品目・重量割合（県内産） 

  

２ 

３ 

基本目標３ 水や資源の循環が進んだまちづくり ≫ 基本施策７ 環境にやさしい消費の推進 
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基本施策８ 森・川・里・湖の水のつながりの保全 

 

現状と課題 

--- 森・川・里・湖の水のつながり --- 

・私たちの暮らしは、森・川・里・湖と深い

つながりを持っています。森の土壌に含

まれる多様な栄養塩類は雨によって川に

流れ込み、田んぼに運ばれ稲を育みま

す。また、豊富な栄養を含んだ川の水は

琵琶湖へと流れ込み、貝や魚、水草など

多様な生きものを育みます。私たちはこ

うした自然のつながりから育まれた「恵み」

を分けてもらい暮らしています。 

・しかし、人口減少や高齢化、ライフスタイ

ルの多様化など私たちの暮らしが変化し

たことにより、森・川・里・湖は様々な危機

に晒されています。 

・特に彦根市では琵琶湖の西風により浮遊ごみが湖岸に漂着しやすく、大量の漂着ごみが琵琶

湖周辺にすむ生きものや私たちの暮らしに少なからず影響を与える可能性があり、対策が求め

られています。 

 

--- 森・川・里・湖の水のつながりを守るためにしてきたこと --- 

・市内を流れる中小河川・水路の水質を定期的に測定し、その結果をもとに水質マップを作成して

いるほか、ホタルの調査、小学校での環境出前講座の実施など、市内各地で生活排水対策の啓

発活動を行っています。 

・地域の環境美化とごみの散乱防止を図るため、市民や企業、ボランティア団体などが一体となり

清掃活動を実施しています。（再掲） 

 

 

 

  

森の危機 
森の管理不足によって、土砂崩れ

が起きやすくなっています。土砂が

川に流れ込み、川の生きものに影

響がでる可能性もあります。 

 

川の危機 
川底がコンクリートで固められ、生

きものがすみづらくなっています。ま

た、川の中の落差（段差）によって田

んぼや琵琶湖への行き来が難しくな

っています。 

 

琵琶湖の危機 
川から流入する生活・事業排水による

水質汚染や、ポイ捨てごみ、漂着ごみに

よって生きものの生息環境が悪化してい

ます。また、マイクロプラスチックやそれ

に付着する有害物質を食べた魚を私た

ちが食べることによる健康被害などが心

配されています。 

 

漂着ごみ 

土砂崩れ 

ポイ捨て 

水質汚染 

マイクロプラスチック 

川の落差 

１ 

基本目標３ 水や資源の循環が進んだまちづくり ≫ 基本施策８ 森・川・里・湖の水のつながりの保全 

ポ イ ン ト 

地域内外の人々が森・川・里・湖の水のつながりの大切さについて理解し、

一人ひとりが行動することが重要です。 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①漂着ごみ対策の推進 

（生活環境課） 

★漂着ごみに関する調査・情報収集 

関係機関や大学、地域住民などと連携して、琵琶湖の漂着ごみについて調査・情報収集を行い、漂着ごみ削減

に向けた体制の構築を検討します。 

★漂着ごみ削減に向けた対策強化 

漂着ごみの原因となるごみのポイ捨てを防止し、散在性ごみの発生を減らすようごみの持ち帰りなどの啓発を進

めます。 

漂着ごみに関する現状や最新の知見などを踏まえ、漂着ごみに関するマニュアル策定を検討するとともに、それ

を活用した漂着ごみ対策を推進します。 

特にごみの問題を通じて、将来を担う子どもや地域住民、観光客に森・川・里・湖の水のつながりの大切さを理解

してもらうとともに、関心が高まるように推進していきます。 

★：重点的に取り組む施策 

 

市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

★漂着ごみに関する調査や清掃活動に積極的

に参加・協力しましょう。 

●森・川・里・湖の水のつながりの大切さやごみ

問題について、正しい知識を身につけましょ

う。 

 
★漂着ごみに関する調査や清掃活動に積極的

に参加・協力しましょう。 

●森・川・里・湖の水のつながりの大切さやごみ

問題について、正しい知識を身につけましょ

う。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

 

進捗を評価するための指標 

---- 関連指標 --- 

指 標 ごみの内容 担当課 

定点観測による漂着ごみ調査数 ‐（検討中） 生活環境課 

漂着ごみの内容 ‐（今後実施予定） 生活環境課 

※定点観測による漂着ごみ調査数：琵琶湖の漂着ごみを市内（漁港）で定点観測する回数 

※漂着ごみの内容：定点観測による調査において、調査ごとの漂着ごみ量やごみの内容（主要なごみの種類など）を把握 

  

２ 

３ 

基本目標３ 水や資源の循環が進んだまちづくり ≫ 基本施策８ 森・川・里・湖の水のつながりの保全 
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基本目標 ４           関連するＳＤＧｓ▶▶▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策９ 緩和策の推進 （p45～） 

基本施策１０ 適応策の推進 （p49～） 

■数値指標 

・市域の温室効果ガス排出量 

・公共交通機関利用者数 

■関連指標 

・レンタサイクルの利用台数 

・彦根城パーク・アンド・バスライド【社会実験】の

利用台数 

・自転車・歩行者道路の整備率 

・防災知識の普及・啓発回数 

・自主防災組織カバー率 

・クールチョイス賛同施設 

■関連計画   

・彦根市温室効果ガス排出抑制等実行計画、彦根市都市計画マスタープラン、彦根市都市交通マスタープ

ラン、彦根市立地適正化計画 など 

緩和策とは 

地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量を削

減するための取組（省エネや再生可能エネルギーの

導入など）や二酸化炭素の吸収を増やすための取組

（森林の整備など）をいいます。 

基本目標 ４ 

未来の地球を守るためのまちづくり 

 

■目指す１０年後の姿 

・公共交通機関が充実した低炭素型のまちづくりが行われています。 

・家庭や工場、事業所では、節電や節水など温室効果ガス削減に向けた行動が日常的に行

われています。省エネルギー型の家電・設備や断熱化、再生可能エネルギーの導入が進

み、温室効果ガスの排出の少ないエコな住宅や事業所が増えています。 

・防災マップの普及や災害に強いまちづくりが進み、集中豪雨や洪水など異常気象への備え

が十分にできています。 

適応策とは 

地球温暖化による気候変動の影響（台風・集中豪雨

などの頻発・激甚化、猛暑日の増加など）を回避した

り軽減するための取組（熱中症対策や防災対策など）

をいいます。 
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基本施策９ 緩和策の推進 

 

現状と課題 

--- 地球温暖化問題 --- 

・地球全体の平均気温が上がっていくこと

を「地球温暖化」といいます。この「地球

温暖化」は、乗り物を動かしたり、電気を

作るために燃料を燃やし生活するように

なった人の暮し方の変化が大きな原因と

なっています。 

・「地球温暖化」が進むと、今までにないレベルの

猛暑や大雨などの異常気象が増加するなど、世

界中の自然や暮らしに様々な影響が出る可能性

があります。 

・こうした地球温暖化問題に立ち向かうため、平成

27 年（2015 年）に「パリ協定」という地球温暖化に

関する国際的な約束事が取り決められました。

パリ協定は、地球温暖化の原因となる「温室効果

ガス」の排出量の削減に向けて、国ごとに目標を

決めるとともに、目標達成に向けて取り組むこと

を取り決めた約束です。 

・この温室効果ガス排出量の削減に向けて、私た

ち一人ひとりが身近なアクションをおこし、温室

効果ガスの排出を抑制する「緩和」の取組を進

めていくことが重要です。 

 

--- 地球温暖化を防止するためにしてきたこと --- 

・市の事務事業から排出される温室効果ガスの削減に向けて、本市独自の環境マネジメントシス

テムを運用するとともに、公共施設の屋上などへの太陽光発電設備の設置や、低公害車の導入

などに取り組んでいます。 

・地球温暖化について学ぶ環境学習プログラムの運用や出前講座の開催などを行っています。 

  

出典：こども環境白書2019（環境省） 

【地球温暖化のメカニズム】 

【2100 年末に予想される日本への影響】 

出典：国際連合広報センター 

１ 

基本目標４ 未来の地球を守るためのまちづくり ≫ 基本施策９ 緩和策の推進 

ポ イ ン ト 

温室効果ガスの削減に向けて、一人ひとりが出来ることから行動していくこ

とが大切です。 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①ＥＣＯ行動・活動の推進 

（生活環境課、観光企画課） 

★環境に配慮した行動・活動の推進 

「COOL CHOICE（クールチョイス）」や「“しが CO2

ネットゼロ”ムーブメント」の実現に向けた取組を推進

します。 

市民に節電や節水など環境に配慮した行動を促

します。 

事業者に環境に配慮した事業活動やフロン類の

適正管理などを促します。 

★エネルギーの有効利用 

省エネルギー型・高効率型の家電や設備の購入

を促します。 

太陽光発電など再生可能エネルギーの導入を促

します。 

電力自由化に伴い、環境に配慮してつくられた電

気の利用を促します。 

●エコな自転車の利用推進 

彦根市内はほぼ平坦で、自転車移動に向いてい

るため、歴史的な建造物やまちなみを巡るレンタサ

イクルや自転車の活用を推進します。 

 

 ② 低炭素型のまちづくりの推進 

（交通対策課、都市計画課、道路河

川課、農林水産課、建築指導課、生

活環境課） 

●コンパクトで低炭素なまちづくりの推進 

公共交通機関の充実や自転車の利用環境向上

により、移動に伴う温室効果ガスの排出抑制を促し

ます。 

立地適正化計画を策定し、コンパクトな市街地が

形成されることで地球環境にやさしい環境負荷の少

ない都市の実現を目指します。 

彦根インターチェンジから彦根城までの慢性的な

交通渋滞の緩和や、観光客の周遊などを目的に、

彦根城パーク・アンド・バスライドの社会実験を行っ

ており、本格実施を目指します。 

1・2 級市道における自転車・歩行者道路の整備を

推進します。 

二酸化炭素の吸収源となる樹林地や公園、緑地

などのみどりを保全するとともに、県産材の利用を進

め、森林の更新を促します。 

「ZEH（ゼッチ）」「ZEB（ゼブ）」など環境に配慮した

住宅や建物の普及を促進します。 

県と連携し、ハイブリッド車や電気自動車など環境

に配慮した自動車の普及を進めます。 

③計画的な地球温暖化対策の推進 

（生活環境課） 

●計画に基づく地球温暖化対策の推進 

地球温暖化対策に関連する計画の策定を検討す

るとともに、地域特性に応じた地球温暖化対策を総

合的・効果的に推進します。  

滋賀県が掲げる「“しが CO2ネットゼロ”ムーブメン

ト」キックオフ宣言の実現に向けた体制を構築しま

す。 

  

 

★：重点的に取り組む施策 

 

  

２ 

基本目標４ 未来の地球を守るためのまちづくり ≫ 基本施策９ 緩和策の推進 

   “しが CO2ネットゼロ”ムーブメント 

滋賀県では令和 32 年（2050 年）に二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることを目指して取り組んでいくため、令和 2 年

（2020年）1月に「“しがCO2ネットゼロ”ムーブメント」のキックオフ宣言を行うとともに、実現に向けた取組を進めています。 

【近江鉄道】 
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市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

★冷暖房の適切な温度管理や見ていないテレビ

は消すなど、「COOL CHOICE（クールチョイ

ス）」の取組を実践しましょう。 

●家電などを購入・買い替えるときは、省エネル

ギー型や高効率型の製品を選択しましょう。 

●家の建て替え・新築する時は、LED 照明や二

重サッシの窓、太陽光発電、蓄電池の導入な

ど、ZEH や省エネルギー型の住宅を検討しま

しょう。 

★近くを移動する時は徒歩や自転車の利用に努

めましょう。また、遠くに移動する時は公共交通

機関の利用に努め、移動にかかる温室効果ガ

スを減らしましょう。 

●緑のカーテンづくりやガーデニングなど緑化

活動に努めましょう。 

 ★「クールビズ」や「ウォームビズ」、環境マネジメ

ントシステムの取得など、環境に配慮した事業

活動を実践しましょう。 

●設備などを購入・買い替えるときは、省エネル

ギー型や高効率型の製品を選択しましょう。 

●建物を建て替える時は、LED 照明や二重サッ

シの窓、太陽光発電、蓄電池の導入など、ZEB

や省エネルギー型の建物を検討しましょう。 

★出張の際は公共交通機関の利用に努め、移動

にかかる温室効果ガスを減らしましょう。 

●敷地内などの緑化に努めましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組  

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 ---  

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

市域の温室効果ガス排出量 
86.2 万 ｔ-CO2 

(平成 29 年度) 
74.1 万 ｔ-CO2 生活環境課 

公共交通機関利用者数 
10,659 千人 

(令和元年度) 
10,700 千人 交通対策課 

※市域の温室効果ガス排出量：滋賀県が算定する彦根市の温室効果ガス総排出量 

市域の温室効果ガス排出量に関する目標値については、国や県の動向と整合を図ることとし、必要に応じて見直しを行う 

※公共交通機関利用者数：彦根市統計書JR各駅の乗客数、近江鉄道各駅の乗降客数、バス路線別乗客数、相乗りタクシーの合計 

--- 関連指標 --- 

指 標 基準値 担当課 

レンタサイクルの利用台数 
2,430 台 

（令和元年度） 
観光企画課 

彦根城パーク・アンド・バスライド 

【社会実験】の利用台数 
1,653 台 （令和元年度） 

※CO２削減率（試算値）：2,300kg/年 
都市計画課 

自転車・歩行者道路の整備率 
39.3 ％ 

(令和元年度) 
道路河川課 

※レンタサイクルの利用台数：レンタサイクル「めぐりんこ」の利用台数 

※彦根城パーク・アンド・バスライドの利用台数：彦根インターチェンジ前の専用駐車場に駐車し、彦根城付近の交通渋滞の緩和に

寄与した台数。令和元年度（2019 年度）は、春・秋17 日間実施。令和2(2020)年度は実施されず。 

※自転車・歩行者道路の整備率：1・2 級市道総延長に対する整備延長の割合  

３ 

基本目標４ 未来の地球を守るためのまちづくり ≫ 基本施策９ 緩和策の推進 



 

 48

 

 

 

  

基本目標４ 未来の地球を守るためのまちづくり ≫ 基本施策９ 緩和策の推進 

「COOL CHOICE（クールチョイス）」とは、国の温室効果ガス

削減目標達成のため、私たちの生活の中で利用する車や住

宅、家電、電気などを「かしこく選択」する国民運動のことです。 

詳しい内容はホームページに記載されているほか、環境省

が提供しているアプリ「COOL CHOICE」で気軽に見ることがで

きます。また、アプリについては、年代・職業などからおすすめ

地球温暖化対策プランの紹介なども行われています。 

「COOL CHOICE」に賛同して、できることから始めてみませ

んか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topic COOL CHOICE（クールチョイス）について 

CSR とは、Corporate Social Responsibility の略語で、一般的には、収益を求めるだけなく、環境保全活

動やボランティアなど、企業としての社会貢献の活動をいいます。 

ここではＣＳＲ活動の一環で行われている森づくり活動について紹介します。 

 

 

 

Topic 企業×森づくり 

ブリヂストン 

ブリヂストンと彦根市日夏町財産区は滋賀県の「琵琶湖森

林づくりパートナー協定」を締結しており、荒神山の森林保

全活動に取り組んでいます。 

ブリヂストンが整備費用を負担し、荒神山の森林（約

28ha）を計画的に整備しています。 

平和堂 

平和堂では、生物多様性保全の一環として、平和堂グルー

プの社員とその家族のボランティア参加による「平和の森づ

くり」を計画的に整備しています。 

平和の森づくりでは、植樹や草刈、間伐材の有効利用など

を行っています。 

 

 

 

統一省エネルギーラベルの星

の数の多い家電への買換えや

LED 照明への買換交換を呼びか

ける活動です。 

COOL CHOICE 推進キャンペーン 

 

 

 

CO２排出量の増加を招く宅配

便の再配達を防ぐため、できる

だけ１回で受け取るよう呼びか

ける活動です。 

 

 

 

住宅の省エネ推進のため、高

断熱・省エネ住宅への買換えや

省エネリフォームを呼びかける

活動です。 

 

 

 

買っておトク！乗っておト

ク！使って「地球」にやさしい

エコカーへの買換えを呼びかけ

る活動です。 

出典：COOL CHOICEホームページ（環境省） 

出典：COOL CHOICEホームページ（環境省） 

宅配便の再配達防止もエコにつながる?! 

私たちが日常的に利用している宅配便について、全体の約2割が再配達されており、再配達によ

り消費されている労働力は年間約 1.8 億時間、再配達のトラックから排出されるＣＯ２は約 42 万

トンになると言われています。私たちが荷物を一回で受け取れば労働時間の削減や環境負荷の軽減

にもつながります。 

 

私たちにできること 

●荷物を送る時は相手に事前に伝え、受け取り易い日時を選択しましょう。 

●自分で注文した商品を配達してもらう時は、受取可能な日時を指定しましょう。 

●荷物を受け取る時は、営業所受取やコンビニ受取の選択を検討しましょう。 

COOL CHOICE ホームページ 

（環境省） 

ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥの取組に

ついて詳しく知りたい方へ 
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基本施策１０ 適応策の推進 

 

現状と課題 

--- 彦根市の未来の天気予報 --- 

・彦根市の気温は、明治 27（1894）年以降 100 年あ

たりで、平均気温は約 1.3℃、最高気温は約 0.8℃、

最低気温は約 1.9℃上昇しています。 

・彦根市では、特に最低気温の上昇が著しく、最低

気温が 0℃未満である冬日は約 26 日減少してい

ます。 

・今後、温室効果ガスの排出削減対策がほとんど進

まなかった場合、21 世紀末の滋賀県の年平均気

温は、20 世紀末に比べて約4℃上昇し、現在の鹿

児島並みの気温（18.6℃）に、猛暑日は約 35 日増

加すると予測されています。 

・また、降水量についても、雨の降り方が激しくなる

一方で、降らない日も増えてくることから、大雨に

よる土砂災害、浸水害や洪水への備えに加え、渇

水への対策も重要になってきます。 

・私たちは、温室効果ガスの排出を抑制する「緩和」

の取組に加えて、こうした気候変動や災害など避

けられない影響を可能な限り軽減する「適応」の取

組も進めていく必要があります。 

 

--- 地球温暖化を防止するためにしてきたこと --- 

・市民や事業所を対象として緑のカーテンの育て方を教える講習会や「緑のカーテンコンテスト」

への参加を呼びかける取組を行っています。 

・地球温暖化について学ぶ環境学習プログラムの運用や出前講座の開催などを行っています。

（再掲） 

 

  

【彦根市の年平均気温偏差の推計】 

出典：彦根地方気象台 

1.3 ℃ 上昇 

【１時間降水量50mm 以上の発生回数】 

出典：彦根地方気象台 

１ 

基本目標４ 未来の地球を守るためのまちづくり ≫ 基本施策１０ 適応策の推進 

ポ イ ン ト 

適応策についての理解を深め、出来ることから行動していくことが重要で

す。 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①気候変動を踏まえた適応策の推進 

（危機管理課、生活環境課） 

★災害に強いまちづくりの推進 

異常気象に備え、国や県と連携して河川や防災拠点・施設の整備などを進めます。 

地域防災力の充実を図るため、自主防災が未設置の自治会に対して設置に向けた周知啓発を行い、自主防災

組織が結成されるよう努めます。 

ハザードマップの普及や災害図上訓練「DIG」、避難所運営ゲーム「HUG」などを活用した防災講座で、市民や事

業者の防災意識の醸成に努めます。  

●猛暑・熱中症への対策推進 

熱中症の増加を防ぐため、予防・対処法の普及啓発を進めます。 

家庭のエアコンを消して公共施設や商業施設などに出かけることにより、消費電力を抑制する「クールシェア」や

緑のカーテン、雨水を利用した打ち水などの普及により、ヒートアイランド現象の緩和を図ります。 

●その他適応策の推進 

気候変動の現状や将来への影響について学ぶ機会を設け、市民や子どもたちの意識啓発に努めます。 

 

★：重点的に取り組む施策 

 

  

２ 

基本目標４ 未来の地球を守るためのまちづくり ≫ 基本施策１０ 適応策の推進 

災害時、避難所の運営は、マニュアルなどを整えていても、想定外のことが起きたり被災者の感情など

によって不安定になり、運営が立ち行かなくなることも想定されます。 

災害が深刻になるにつれ、状況に応じた柔軟な対応が求められ、その全てをマニュアル化することは

できません。しかし、状況を把握しながらその時点で最も相応しいと思われる判断をするための対策とし

て、「DIG（災害図上訓練）」と「HUG（避難所運営ゲーム）」が注目されています。 

 

 

 

 

 

 

 

Topic 災害図上訓練「DIG」、避難所運営ゲーム「HUG」について 

ＤＩＧ（災害図上訓練） 

DIG とは、Disaster（災害）Imagination（想像力）Game

（ゲーム）の略で、参加者が地図を囲みながらゲーム感覚で

災害時の対応策を考える図上訓練です。 

地域の防災力を高めるには、町内会や自主防災組織など

の果たす役割が大きく、地震や風水害などの災害が住んで

いる地域で発生した場合、どこに、どのような被害が発生す

る可能性があるのか、どのような対応をとればよいかなど、

地図を囲みながら自分たちで「もしも」を考えていくゲーム

感覚の訓練です。こうした訓練を実施することで、市民の防

災意識を高めるとともに日頃から気づかなかった安全なま

ちづくりの課題や目標なども明らかになります。 

ＨＵＧ（避難所運営ゲーム） 

HUGとは、hinanzyo（避難所）unei（運営）Game（ゲーム）

の略で、参加者がカードを使い、災害時の運営を模擬体験す

ることができるゲームです。 

ＨＵＧは、避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱える

事情が書かれたカードを避難所の体育館や教室に見立てた

平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こ

る様々な出来事（イベント）にどう対応していくかを体験す

るゲームです。 

プレイヤーは、このゲームを通して避難者の部屋割りや

仮設トイレの配置などについて自由に意見を交わしながら

ゲーム感覚で避難所の運営を学ぶことができます。 
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市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

●大型化する台風や急な大雨などに備えるた

め身近な場所の水害・土砂災害リスクをハザ

ードマップで確認し避難場所を確認するな

ど出来ることから取り組みましょう。 

●暑さから家を守るため、緑のカーテンをはじ

めてみましょう。 

●家のエアコンを消して、木陰や行きつけの場

所、落ち着ける涼しい場所に行ってみましょ

う。 

 ●敷地内などの緑化に努めましょう。（再掲） 

●県や市が公表している地先の安全度マップ・

水害ハザードマップを確認して、事業継続計

画を策定するなど、出来ることから対策を実

践しましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

 

進捗を評価するための指標 

---- 関連指標 --- 

指 標 基準値 担当課 

防災知識の普及・啓発回数 
84 回 

(令和元年度)  
危機管理課 

自主防災組織カバー率 
74.4 ％ 

(令和元年度) 
危機管理課 

クールチョイス賛同施設 
2 施設  

(令和 2 年度) 
生活環境課 

※防災知識の普及・啓発回数：防災知識の普及・啓発回数：自治会などにおける防災出前講座数 

※自主防災組織カバー率：自主防災組織設置自治会/市内全自治会 

※クールチョイス賛同施設数：滋賀県HP で掲載されている「クールチョイス」賛同施設のうち、彦根市に所在のある施設数 

  

３ 

基本目標４ 未来の地球を守るためのまちづくり ≫ 基本施策１０ 適応策の推進 

 

近年、台風や集中豪雨の頻

発・激甚化が深刻化しており、こ

うした大災害が発生したときに

電気やガス、水道、通信などの

ライフラインが止まってしまう可

能性があります。 

滋賀県や彦根市が公表する

防災マニュアルやマップを参考

に、もしもに備えて避難の準備

をしてみませんか。 

Topic 防災への備えについて 

彦根市民防災マニュアル（彦根市） 

彦根市の防災マップや 

マニュアルの詳細はコチラ！ 

滋賀県防災情報マップ（滋賀県） 

滋賀県の防災に関する 

情報はコチラ！ 
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基本目標 ５               関連するＳＤＧｓ▶▶▶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策１１ 人づくり・仕組みづくり （p53～） 

基本施策１２ 情報の共有化の推進 （p56～） 

■数値指標 

・環境活動における市民・事業者・地域との連携協力数 

・広報誌・ＨＰによる環境情報提供数 

■関連指標 

・環境保全活動および自然保全活動の参加者数  

・市 HP「生活環境課のページ」の閲覧数 

■関連計画 

・彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略、彦根市男女共同参画計画 など 

 

  

基本目標 ５ 

参加と連携による人づくり・まちづくり 

 

■目指す１０年後の姿 

・学校では環境について学ぶ学習の場や機会が充実しており、誰もが環境の大切さについ

て学ぶことができます。 

・地域では美化活動や保全活動など多くの環境保全活動が行われており、誰もが気軽に参

加することができます。 

・環境保全団体や企業、大学など様々な主体が協力・連携して環境保全活動が行われてお

り、その取組状況がホームページや SNS などを通じて発信されています。 
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基本施策１１ 人づくり・仕組みづくり 

 

現状と課題 

---環境問題と私たち --- 

・私たちの暮らしを取り巻く様々な環

境問題を解決するには、一人ひとり

が環境保全に取り組むとともに、環

境問題に対応する取組を担う人材

の育成が重要です。 

・今、彦根市の人口は緩やかな増加

傾向にありますが、今後は減少傾向

に転じるとともに、少子高齢化も進

行すると予測されています。 

・人口減少や少子高齢化が進めば、農林業などを担う人材が減少するとともに、現在の環境保全

を担う人材の高齢化や人材不足も進行し、環境問題がさらに悪化する可能性があります。 

・また、本市では多くの女性が環境保全活動に参加していますが、各種審議会など意思決定の場

における女性の登用率は低い水準に留まっており、女性の参画が進むよう働きかける必要があ

ります。 

--- 人づくり・仕組みづくりのためにしてきたこと --- 

・環境に関するイベントを通じて環境保全に関する

意識醸成を図るとともに、環境保全活動への協力・

参画を促しています。 

・環境保全に関する意識醸成に向けて環境学習プ

ログラムの運用や環境学習出前講座の開催、環境

保全指導員の養成講座として市民環境スクールを

開催しています。 

・環境保全活動を行う団体への支援や連携した保

全活動を行っています。 

  

ひこねエコフェスタの様子 

【彦根市の将来推計人口】 

出典：日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計） 

（国立社会保障・人口問題研究所） 

１ 

基本目標５ 参加と連携による人づくり・まちづくり ≫ 基本施策１１ 人づくり・仕組みづくり 

99,519 

103,508 

107,860 

109,779 

112,156 
113,679 114,393 114,206 

113,349 
111,867 

109,705 

107,057 

90,000

100,000

110,000

120,000

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

（人）

（年）

ポ イ ン ト 

将来を担う子どもたちへの環境学習を充実させるとともに、環境保全活動を

担う人材の育成・体制づくりを進めていく必要があります。 

【環境に関するイベントの様子】 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①環境学習・環境保全活動の充実に向けた仕組みづくり 

（生活環境課・教育委員会［学校教育課、生涯学習課］、企画課他） 

★環境学習の推進 

教育機関と連携を図りながら、子どもたちに対する環境教育や学習の内容・教材の充実に努めます。 

SDGｓの必要性や地域循環共生圏について学ぶ機会を設け、子どもたちの意識啓発に努めます。 

公民館などと連携を図り、自治会など地域における環境学習の機会を設けて、SDGｓの必要性や地域循環共生圏

について啓発を進めます。 

★環境保全活動の取組支援 

環境に対する関心・認識を深め、環境に配慮した行動を実践していくための啓発につながるイベントや自然観察

会などの機会の創出・提供に努めます。 

環境保全活動に取り組む市民や団体などへ活動支援を行います。 

●様々な主体間の連携・協働体制の構築 

琵琶湖や河川、森林など広域的な環境保全の実践に関しては、国や県、関連自治体と連携して取組を進めま

す。 

湖東定住自立圏を形成する市町（彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町）の連携強化に努めます。 

市民や事業者、団体、大学などの教育機関と連携した協働事業を検討します。 

幅広い市民の意見を反映させることを目的とする会議などにおいては、男女ともにその意見を反映するため、委

員の性別が偏ることなく構成されるよう配慮します。 

★：重点的に取り組む施策 

 

 

  

２ 

基本目標５ 参加と連携による人づくり・まちづくり ≫ 基本施策１１ 人づくり・仕組みづくり 

 

地方と都市は、例えば、地方で作った食料を都市に

売る、都市の住民が地方を訪れ、観光や自然保全活動

に参加するなど、色々な形で互いを支え合うことができ

ます。このように、互いに支え合い、地域を元気にする

取組が行われている圏域を「地域循環共生圏」といいま

す。国や県、本市においても、この地域循環共生圏の

実現に向けた取組を進めています。 

Topic 地域循環共生圏って何？ 

ESD（持続発展教育）は Education for Sutainable Development の略で、今、世界で起きている環境

や貧困、人権、平和、開発といった様々な現代社会の問題について、私たち一人ひとりが気づき、主

体となってできることを考え、行動する学習や活動のことをいいます。 

本計画には、自ら気づき、自ら考えて、行動するためのきっかけが沢山含まれています。環境だけ

ではなく、平和や開発、文化面や社会面も含めて、持続可能な社会を構築できるよう、私たち一人ひと

りが行動を見直し、そして変えていきませんか。 

本市においては、ＥＳＤの視点から地域の文化財や自然環境のすばらしさを見つめ直し、それらを

未来へと引き継いでいく気持ちを育てることを目的に、ESD をテーマとした小・中学生の絵画展を毎年

開催しています。 

Topic ESD 教育について 

出典：こども環境白書2019（環境省） 
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市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

★環境に関するイベントや学習、環境保全活動

に積極的に参加しましょう。 

★SDＧｓについて学び、実現に向けて取り組みま

しょう。 

 ★環境に関するイベントや学習、環境保全活動

に積極的に参加・協力しましょう。 

★ＳＤＧｓについて学び、実現に向けた事業活動

を推進しましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

 

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 ---  

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

環境活動における市民・事業

者・地域との連携協力数 

21 回 

(令和元年度) 
24 回 生活環境課 

※市民や事業所、地域などと連携して行った環境保全活動回数 

 

--- 関連指標 --- 

指 標 基準値 担当課 

環境保全活動および自然保全

活動の参加者数 

1,361 人 

(令和元年度) 
生活環境課 

※びわ湖の日などの美化活動の参加者数、快適環境づくりをすすめる会による自然観察会および環境フォーラム湖東による自然

観察会の参加者数 など 

  

３ 

基本目標５ 参加と連携による人づくり・まちづくり ≫ 基本施策１１ 人づくり・仕組みづくり 

 

本市には、琵琶湖や河川環境の保全や美化活

動など様々な環境を守るための活動を行っている

環境保全団体があります。 

本計画策定時に実施したアンケートでは、活動

に参加したことで人間関係や交友関係が広がった

り、地域や社会の課題解決に少しでも貢献できると

いった利点がある一方で、活動を担う人材が不足し

ていることが浮き彫りになりました。 

※本市で活動する環境保全団体の概要については

資料編参照。 

Topic 彦根市で活動する環境保全団体について 

44.4%

5.6%

61.1%

11.1%

19.4%

30.6%

11.1%

5.6%

5.6%

活動資金

活動時間

活動を担う人材

集客力

他団体との連携、交流機会

活動に必要な知識や技術

活動を行う機会や場

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

【活動で課題になっていること】 
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基本施策１２ 情報の共有化の推進 

 

現状と課題 

--- 情報共有の大切さ --- 

・環境問題とその解決に向

けた対策は日々変化して

おり、専門的な情報や最

新の環境情報を分かりや

すく発信することは、各主

体の環境保全活動の推

進・効率化や、各主体の

協力・連携体制の構築に

もつながります。 

・令和元（2019）年に行った彦根市の市民を対象とし

た環境に関するアンケートでは、多くの市民が「広

報ひこね」から環境に関する情報を収集しており、

広報誌を使った情報発信が有効と考えられます。 

 

--- 情報共有化のためにしてきたこと --- 

・市民団体や事業者との会議に出席し、市民に向け

た情報発信を行っています。 

・広報紙やホームページ、出前講座を通じて環境

に関する啓発や情報提供を行っています。 

 

 

 

  【彦根市の公式アプリ】 

「ひこまち」 

【彦根市の広報誌】 

「広報ひこね」 

35.8%

40.8%

33.4%

21.6%

81.5%

37.4%

19.0%

12.3%

13.5%

0.5%

新聞、本、雑誌

テレビ、ラジオ

市ホームページ

インターネット（市ホームページ以外）

広報ひこね

町内会（回覧文書）

SNS（Twitter、Instagram、LINEなど）

彦根市公式アプリ「ひこまち」

友人、知人、家族

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

【環境に関する情報の収集方法】 

出典：環境に関するアンケート調査（2019 年 彦根市） 

１ 

基本目標５ 参加と連携による人づくり・まちづくり ≫ 基本施策１２ 情報の共有化の推進 

ポ イ ン ト 

各主体の会議や広報誌などを通じて、引き続き環境に関する情報を分かり

やすく発信していくことが重要です。 
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施策の内容（個別施策） 

市が進める施策（市の取組） 

①環境情報の収集と発信 

（生活環境課） 

★環境情報の収集・発信 

環境に関する最新の情報収集に努め、広報誌や市の HP・アプリなど様々な媒体を用いて発信します。 

国や県、市の環境保全に関する支援の情報を提供します。 

環境保全につながるイベントや出前講座などを開催します。 

★：重点的に取り組む施策 

市民・市民団体の具体的な取組  事業者の具体的な取組 

●環境の状況に関心を持ち、積極的に情報を集

めましょう。 

●環境に関するイベントや学習、環境保全活動

に積極的に参加しましょう。（再掲） 

 
●環境の状況に関心を持ち、積極的に情報を集

めましょう。 

●環境に関するイベントや学習、環境保全活動

に積極的に参加・協力しましょう。（再掲） 

●CSR（社会貢献活動）や事業の環境情報を公表

しましょう。 

★：重点的に実践することが求められる取組 

進捗を評価するための指標 

--- 数値指標 --- 

※掲載・更新した環境情報のコンテンツ数 

--- 関連指標 --- 

※市HP にある生活環境課のページの年間閲覧数 

指 標 基準値 目標値（令和 12 年度） 担当課 

広報誌・ＨＰによる環境情報 

提供数 

105 項目 

(令和元年度) 
120 項目 生活環境課 

指 標 基準値 担当課 

市 HP「生活環境課のページ」の

閲覧数 

6,673 件 

(令和元年度) 
生活環境課 

２ 

３ 

基本目標５ 参加と連携による人づくり・まちづくり ≫ 基本施策１２ 情報の共有化の推進 
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